
【取組内容】 メンター制を取り入れたプログラミング的思考を育成する学習

松江市立義務教育学校玉湯学園（島根県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

前期課程のプログラミング学習において、前期課程の児童に対するメンターとして後期課程の生徒が関わることで、前期課程
の児童はもちろんのこと、「教える」ことを通して後期課程の生徒の情報活用の能力を高めることにつなげた。

1～9年生と年齢が幅広な児童生徒が在籍する義務教育学校の特色ある学習として、タブレット開きやタイピング入力等、
前期課程の児童がはじめてのタブレット操作で支援が多く必要なときは、後期課程の生徒がメンターとして入る学習プログラム
を拡充し、相互の情報活用能力の育成につなげていく。

プログラミング用学習ロボットを活用し、「順次処理の

繰り返し処理等の操作の組み合わせ」や「コンピュータに意
図した処理を行うための体験をする」ことをねらいとした
学習を行った。プログラミング学習を経験した９年がメン
ターとして関わり、相互に情報活用能力を高めた。

３年生での実践

メンターとなった生徒の振
り返りには、３年生のタブ
レット操作やプログラミン
グへの理解が高いことに触
れた感想が多かった。また、
プログラミングの意図や仕
組みを教える難しさに触れ
た振り返りが多く、より本
質的な理解への意欲につな
げている生徒が増えた。

<振り返りアンケートをAIにて分析した結果>
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